
JP 2013-523022 A5 2015.6.25

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年6月25日(2015.6.25)

【公表番号】特表2013-523022(P2013-523022A)
【公表日】平成25年6月13日(2013.6.13)
【年通号数】公開・登録公報2013-030
【出願番号】特願2013-500195(P2013-500195)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/14     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/14     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １１１　
   Ｈ０４Ｊ   11/00     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｊ   15/00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年4月28日(2015.4.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定することと、
　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア
上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれているか
どうかを判別できないときを決定することと、
　前記判別できないことが決定されたときはいつでも前記グラントによって前記複数のコ
ンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングする
ことと
　を備え、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、前記ＵＥは、前記グラントのペイロードサイズのみに基づい
て前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが
共通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記Ｕ
Ｅは、前記ＣＩＦがグラントに含まれているか否かを判別できない
　方法。
【請求項２】
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上で物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内の前記グラントを送信することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル無線ネットワーク一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにかぎり前記複数のコンポーネン
トキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみがスケジューリングされる、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフィックデー
タを送信するように前記ＵＥをスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グラントおよ
び物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受信するよう
に前記ＵＥをスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントのうちの１つである、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記共通の探索空間の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有
の探索空間の第１のＣＣＥインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固
有の探索空間と重なり合う、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ユーザ機器（ＵＥ）を動作させる方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受
信することと、
　前記グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信することとを備え、
　前記グラントは、前記ＵＥがグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
あるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングし、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、前記ＵＥは、前記ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているか
どうかを判別できないときに、前記グラントが前記一次コンポーネントキャリア用である
と仮定し、
　前記ＵＥは、前記グラントのペイロードサイズのみに基づいて前記ＣＩＦが前記グラン
トに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが共通の探索空間とＵＥ固有
の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記ＵＥは、前記ＣＩＦがグラン
トに含まれているか否かを判別できない
　方法。
【請求項７】
　前記グラントは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内で受信される、請求
項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記グラントは、前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル無線ネット
ワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにかぎり前記複
数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみをスケジューリン
グする、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフィックデー
タを送信するように前記ＵＥをスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グラントまた
は物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受信するよう
に前記ＵＥをスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントの１つである、請求項
６に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記共通の探索空間の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有
の探索空間の第１のＣＣＥインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固
有の探索空間と重なり合う、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定するための手段と、
　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア
上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれているか
どうかを判別できないときを決定するための手段と、
　前記判別できないことが決定されたときはいつでも、前記グラントによって前記複数の
コンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングす
る手段とを備え、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、
　前記グラントを受信する前記ＵＥは、前記グラントのペイロードサイズのみに基づいて
前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが共
通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記ＵＥ
は、前記ＣＩＦがグラントに含まれているか否かを判別することができない
　装置。
【請求項１２】
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上で物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内のグラントを送信するための手段をさらに備える
、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル無線ネットワーク一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにかぎり前記複数のコンポーネン
トキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみがスケジューリングされる、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフィックデー
タを送信するように前記ＵＥをスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グラントまた
は物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受信するよう
に前記ＵＥをスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントの１つである、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記共通の探索空間の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有
の探索空間の第１のＣＣEインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固
有の探索空間と重なり合う、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受
信するための手段と、
　前記グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信するための手段とを備え、
　前記グラントは、前記装置がグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
あるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングし、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
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ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、前記装置は、前記装置がグラントにＣＩＦが含まれているか
どうかを判別できないときに、前記グラントが前記一次コンポーネントキャリア用である
と仮定するように構成され、
　前記グラントを受信する前記装置は、前記グラントのペイロードサイズのみに基づいて
前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが共
通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記ＵＥ
は、前記ＣＩＦがグラントに含まれているか否かを判別できない
　装置。
【請求項１７】
　前記グラントは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内で受信される、請求
項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記グラントは、前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル無線ネット
ワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにかぎり前記複
数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみをスケジューリン
グする、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフィックデー
タを送信するように前記装置をスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グラントまた
は物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受信するよう
に前記装置をスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントの１つである、請求項
１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記共通の探索空間の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有
の探索空間の第１のＣＣＥインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固
有の探索空間と重なり合う、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　コンピュータプログラムを記憶するコンピュータ読取可能な記憶媒体であって、
　前記コンピュータプログラムは、コンピュータに対して、
　　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定させ、
　　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリ
ア上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれている
かどうかを判別できないときを決定させ、
　　前記判別できないことが決定されたときはいつでも前記グラントによって前記複数の
コンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングさ
せる
　ためのコードを備え、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、
　前記グラントを受信する前記装置は、前記グラントのペイロードサイズのみに基づいて
前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが共
通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記ＵＥ
は、前記ＣＩＦがグラントに含まれているか否かを判別できない
　コンピュータ読取可能な記憶媒体。
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【請求項２２】
　ユーザ機器（ＵＥ）のためのコンピュータプログラムを記憶するコンピュータ読取可能
な記憶媒体であって、
　前記コンピュータプログラムは、コンピュータに対して、
　　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを
受信させ、
　　前記グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信させる
　　ためのコードを備え、
　前記グラントは、前記ＵＥがグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
あるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングし、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、前記ＵＥは、前記ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているか
どうかを判別できないときに、前記グラントが前記一次コンポーネントキャリア用である
と仮定し、
　前記グラントを受信する前記ＵＥは、前記グラントのペイロードサイズのみに基づいて
前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが共
通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記ＵＥ
は、前記ＣＩＦがグラントに含まれているか否かを判別できない
　コンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定し、
　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア
上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれているか
どうかを判別できないときを決定し、
　前記判別できないことが決定されたときはいつでも前記グラントによって前記複数のコ
ンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングする
　ように構成された処理システムを備え、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、
　前記グラントを受信する前記ＵＥは、前記グラントのペイロードサイズのみに基づいて
前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが共
通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記ＵＥ
は、前記ＣＩＦがグラントに含まれているか否かを判別することができない
　装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受
信し、
　前記グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信する
　ように構成された処理システムを備え、
　前記グラントは、前記装置がグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記複数のコンポーネントキャリアのうちの
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あるコンポーネントキャリアのみをスケジューリングし、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリアは、一次コン
ポーネントキャリアであり、前記複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポー
ネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩ
Ｆは、前記グラントが適用される前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコン
ポーネントキャリアを示し、前記装置は、前記装置がグラントにＣＩＦが含まれているか
どうかを判別できないときに、前記グラントが前記一次コンポーネントキャリア用である
と仮定するように構成され、
　前記グラントを受信する前記装置は、前記グラントのペイロードサイズのみに基づいて
前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているか否かを判定できないので、前記グラントが共
通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に存在する場合、前記ＵＥ
は、前記ＣＩＦがグラントに含まれているか否かを判別できない
　装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　図１６は、ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート１６００である。この方法は
、ｅＮｏｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅＢによって実行される。この方法によれば、ｅＮ
ｏｄｅＢ８０２は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥ８０４などのＵＥを設定
する（１６０２）。また、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥが、複数のコンポーネントキャリアのう
ちのあるコンポーネントキャリア上で送信されるグラントにＣＩＦが含まれているかどう
かを判別できないときを決定する（１６０４）。さらに、ｅＮｏｄｅＢは、判別できない
ことが決定されたときはいつでもこのコンポーネントキャリアのみをグラントによってス
ケジューリングする（１６０６）。ｅＮｏｄｅＢは、このコンポーネントキャリア上のＰ
ＤＣＣＨ内でグラントを送信し得る（１６０８）。このコンポーネントキャリアは一次コ
ンポーネントキャリアであり得る。ＬＴＥ Ｒｅｌｅａｓｅ １０には、１つの一次コンポ
ーネントキャリアのみが存在する。残りのコンポーネントキャリアは二次コンポーネント
キャリアである。たとえば、コンポーネントキャリアＣＣ１は、それ自体およびコンポー
ネントキャリアＣＣ２用のＰＤＣＣＨを搬送し得、コンポーネントキャリアＣＣ３は、そ
れ自体およびコンポーネントキャリアＣＣ４用のＰＤＣＣＨを搬送し得る。コンポーネン
トキャリアＣＣ１が一次コンポーネントキャリアである場合、コンポーネントキャリアＣ
Ｃ２、ＣＣ３、およびＣＣ４は二次コンポーネントキャリアである。一構成では、複数の
コンポーネントキャリアには一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コ
ンポーネントキャリアが含まれ、ＣＩＦは、グラントが適用される複数のコンポーネント
キャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す。一構成では、グラントは、ＰＵ
ＳＣＨ内でトラフィックデータを送信するようにＵＥをスケジューリングするＵＬグラン
トまたはＰＤＳＣＨ内でトラフィックデータを受信するようにＵＥをスケジューリングす
るＤＬグラントの１つである。一構成では、グラントが共通の探索空間とＵＥ固有の探索
空間の重なり合った探索空間内に配置され、かつグラントを受信するＵＥが、グラントの
ペイロードサイズに基づいてＣＩＦがグラントに含まれているかどうかを判別できないと
きには、このコンポーネントキャリアのみがスケジューリングされる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
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　図１８は、ワイヤレス通信の第３の方法のフローチャート１８００である。この方法は
、ｅＮｏｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅＢによって実行される。この方法によれば、ｅＮ
ｏｄｅＢ８０２は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥ８０４などのＵＥを設定
する（１８０２）。また、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているかど
うかを判別できないときを決定する（１８０４）。さらに、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥがグラ
ントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときにＣＩＦがグラントに含まれて
いるかどうかをＵＥに示すためにグラントを修正する（１８０６）。ｅＮｏｄｅＢは、Ｐ
ＤＣＣＨ内でグラントを送信し得る（１８０８）。一構成では、グラントは、複数のコン
ポーネントキャリアのうちの一次コンポーネントキャリア内で送信され、複数のコンポー
ネントキャリアには、一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポー
ネントキャリアが含まれ、ＣＩＦは、グラントが適用される複数のコンポーネントキャリ
アのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す。一構成では、グラントは、ＰＵＳＣＨ
内でトラフィックデータを送信するようにＵＥをスケジューリングするＵＬグラントまた
はＰＤＳＣＨ内でトラフィックデータを受信するようにＵＥをスケジューリングするＤＬ
グラントの１つである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　図２５は、例示的なｅＮｏｄｅＢ装置１００の機能を示す概念ブロック図２５００であ
る。装置１００は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを設定するモジュール２
５０２を含む。また、装置１００は、ＵＥが、複数のコンポーネントキャリアのうちのあ
るコンポーネントキャリア上で送信されるグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判
別できないときを決定するモジュール２５０４を含む。さらに、装置１００は、ｅＮｏｄ
ｅＢは、判別できないことが決定されたときはいつでもこのコンポーネントキャリアのみ
をグラントによってスケジューリングするモジュール２５０６を含む。装置１００は、図
２５には含まれていないが上述の図１６のフローチャートに含まれているステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、上述の図１６のフローチャート内
の各ステップは、１つのモジュールによって実行され得、装置１００は、それらのモジュ
ールのうちの１つまたは複数を含み得る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　図２７は、別の例示的なｅＮｏｄｅＢ装置１００の機能を示す概念ブロック図２７００
である。装置１００は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを設定するモジュー
ル２７０２を含む。また、装置１００は、ＵＥが、グラントにＣＩＦが含まれているかど
うかを判別できないときを決定するモジュール２７０４を含む。さらに、装置１００は、
ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときにＣＩＦがグラント
に含まれているかどうかをＵＥに示すためにグラントを修正するモジュール２７０６を含
む。装置１００は、図２７には含まれていないが上述の図１８および図１９のフローチャ
ートに含まれているステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって
、上述の図１８および図１９のフローチャート内の各ステップは、１つのモジュールによ
って実行され得、装置１００は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る
。
【誤訳訂正６】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
図１および図７を参照すると、一構成では、ワイヤレス通信用の装置１００は、ｅＮｏｄ
ｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅＢであり、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを設
定するための手段と、ＵＥが、複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネン
トキャリア上で送信されるグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないとき
を決定するための手段と、判別できないことが決定されたときはいつでもグラントによっ
てこのコンポーネントキャリアのみをスケジューリングするための手段とを含む。装置１
００は、このコンポーネントキャリア上のＰＤＣＣＨ内でグラントを送信するための手段
をさらに含み得る。上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を実行するように
構成された処理システム１１４である。上記で説明したように、処理システム１１４は、
ＴＸプロセッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０と、コントローラ／プロセッサ７７５と
を含む。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を
実行するように構成されたＴＸプロセッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０および／また
は、コントローラ／プロセッサ７７５とであり得る。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　一構成では、ワイヤレス通信用の装置１００は、ｅＮｏｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅ
Ｂであり、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを設定するための手段と、ＵＥが
グラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときを決定するための手段と、
ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときにＣＩＦがグラント
に含まれているかどうかをＵＥに示すためにグラントを修正するための手段とを含む。装
置１００は、ＰＤＣＣＨ内でグラントを送信するための手段をさらに含み得る。装置１０
０は、グラントを含むＤＣＩに基づいてＣＲＣを決定するための手段をさらに含み得る。
そのような構成では、修正のための手段は、ＣＩＦがグラントに含まれているかどうかに
部分的に基づいてＣＲＣをスクランブルする。装置１００は、送信される出力ビットスト
リームを作成するためにレートマッチングを行うための手段をさらに含み得る。このよう
な構成では、修正するための手段は、ＣＩＦを含むグラントに対してリソースマッピング
を適用するときとＣＩＦを含まないグラントに対してリソースマッピングを適用するとき
とで仮想サーキュラーバッファ内の開始点が異なるようにレートマッチングにシフトを適
用する。上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を実行するように構成された
処理システム１１４である。上記で説明したように、処理システム１１４は、ＴＸプロセ
ッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０と、コントローラ／プロセッサ７７５とを含む。し
たがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を実行するよ
うに構成されたＴＸプロセッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０および／または、コント
ローラ／プロセッサ７７５とであり得る。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１６】

【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１８】

【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図２５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【図２５】
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